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• 信濃川は、その源を長野、山梨、埼玉県境の甲武信ヶ岳(標高2,475m)に発し、長野県では千曲川と呼ばれ、長野

県・新潟県を貫流し、日本海に注ぐ幹線流路延長367km、流域面積11,900km2の一級河川である。(図1-1、図1-2)

• 流域には、地方中心都市の長野市、松本市を抱える。山間狭窄部により洪水流下が阻害され、氾濫被害が生じや

すい。(図1-2)

１．河川の概要

○水 源 ：千曲川（甲武信ヶ岳 標高2,475m)
○流域面積 ：11,900km2 （長野県 7,160km2）
○幹川流路延長 ：367km （千曲川214km）
○大臣管理区間 ：134.9km（千曲川河川事務所管内）

・千曲川 87.5km ・犀川 44.6km
・高瀬川 1.1km ・奈良井川 1.7km

○流域内市町村 ：60市町村(新潟県、長野県、群馬県)
（内、長野県 13市12町16村）

○流域内人口 ：約283万人※1(新潟県、長野県、群馬県)
○想定氾濫区域人口 ：約174万人※1（新潟県、長野県、群馬県）
○年平均降水量 ：長野 約970㎜ （平成3年～令和2年 気象庁）

※1 河川現況調査（平成22年（2010年）時点による）

信濃川水系流域（図1-1）

（１）流域の概要

河床勾配・直轄管理区間（図1-2）

河床勾配・大臣管理区間（図1-2）
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• 戦後の主な洪水として、昭和34年（1959年）、昭和57年（1982年） 、昭和58年（1983年） 、平成18年（2006年）などに大
きな洪水が発生し甚大な被害に見舞われた。(表1-1、図1-3)

• 令和元年（2019年）に既往最大流量（立ヶ花地点：8,387m3/s）を記録する洪水が発生し、千曲川では長野市穂保地区
で堤防が決壊し甚大な被害が発生するなど、多くの被害が発生した。 (表1-1、図1-3)

主要洪水の状況（図1-3）

●昭和34年（1959年）8月洪水
（台風性の豪雨）

・立ヶ花流量 7,261m3/s
・被害状況
死者65名
全半壊家屋5,482戸
床上浸水4,238戸
床下浸水10,959戸

●昭和58年（1983年）9月洪水
（台風性の豪雨）

・立ヶ花流量 7,440m3/s
・被害状況
死者9名
全半壊家屋15戸
床上浸水3,891戸
床下浸水2,693戸

●平成18年（2006年）7月洪水
（梅雨前線）

・立ヶ花流量 6,021m3/s
・被害状況
床上浸水4戸
床下浸水50戸

たてがはな

たてがはな

たてがはな

【昭和34年（1959年）8月洪水】信越線篠ノ井鉄橋での出水状況

阿賀野川
阿賀浦橋

【平成18年（2006年）7月洪水】中野市古牧・柳沢地先浸水状況

【昭和58年（1983年）9月洪水】飯山市柏尾・戸狩地先本川破堤状況

１．河川の概要

こまき やなぎさわ

（２）主要な災害

ほやす

かしお とがり

しののい

千曲川

古牧橋

夜間瀬川

たてがはな

千曲川被害の状況（浸水戸数等）
洪水流量発生年月日

（発生要因） 立ヶ花地点

死者2,800名前後、建物被害6,323戸－
寛保2年（1742年）8月

(台風）

流失・浸水家屋10,000戸以上－明治29年（1896年）7月

流失・全壊家屋259戸、浸水家屋12,873戸－明治43年（1910年）8月

死傷者36名、流失・全壊家屋30戸、浸水家屋339戸－大正3年（1914年）8月

死者42名、全壊家屋102戸、半壊家屋4戸、
床上浸水2,204戸、床下浸水4,843戸

－
昭和20年（1945年）10月

（台風）

死者1名、全壊家屋45戸、半壊家屋187戸、
床上浸水1,478戸

－
昭和24年（1949年）9月

(台風）

死者65名、全壊家屋1,391戸、半壊家屋4,091戸、床上
浸水4,238戸、床下浸水10,959戸

7,261㎥/s
昭和34年（1959年）8月

（台風）

死者54名、半壊家屋2戸、床上浸水3,794戸、
床下浸水2,425戸

6,754㎥/s
昭和57年（1982年）9月

（台風）

死者9名、全壊家屋7戸、半壊家屋8戸、
床上浸水3,891戸、床下浸水2,693戸

7,440㎥/s
昭和58年（1983年）9月

（台風）

床上浸水17戸、床下浸水1,032戸4,239㎥/s
昭和60年（1985年）7月

（台風）

床上浸水115戸、床下浸水733戸4,051㎥/s
平成11年（1999年）8月

（台風）

全壊家屋1戸、半壊家屋1戸、床上浸水31戸、
床下浸水423戸

5,662㎥/s
平成16年（2004年）10月

（前線）

床上浸水4戸、床下浸水50戸6,021㎥/s
平成18年（2006年）7月

（前線）

床上浸水1戸、床下浸水17戸3,483㎥/s
平成25年 (2013年）9月

（台風）

全壊家屋1,077戸、半壊家屋2,638戸、床上浸水3,864
戸、床下浸水4,433戸
※台風第19号による長野県内での被害状況（「第36回
災害対策本部員会議」12/13より）

8,387㎥/s
令和元年（2019年）10月

（台風）

主要洪水一覧表（表1-1）

【令和元年（2019年）10月洪水】長野市穂保地先決壊状況
ほやす

●令和元年（2019年）10月洪水
（台風性の豪雨）

・立ヶ花流量 8,387m3/s
・被害状況
全半壊家屋3,715戸
床上浸水3,864戸
床下浸水4,433戸

たてがはな

決壊地点

千曲川千曲川



－３－

主要洪水一覧表（表1-1） 主要洪水の状況（図1-3）

• 信濃川水系は、昭和40年（1965年）に一級河川に指定され、同年には信濃川水系工事実施基本計画を策定。（表2-1）
• 昭和49年（1974年）に信濃川水系工事実施基本計画を改定（計画高水流量9,000m3/ｓ（立ヶ花地点））。（表2-1）
• 平成20年（2008年）6月に改正河川法に基づく信濃川水系河川整備計画基本方針を策定。（表2-1、図2-1）
• 平成26年（2014年）1月に信濃川水系河川整備計画を策定。（平成27年（2015年）1月変更、令和元年（2019年）8月変更）
• 令和4年（2022年）12月に河川整備計画を変更し、河川整備計画目標流量を令和元年東日本台風洪水と同規模の洪水
（立ヶ花地点：9,400m3/ｓ）へ変更。（表2-1、図2-1、図2-2）

２．事業概要 （１）治水計画の概要

事業経緯（表2-1）

単位：㎥/S
■：基準地点
●：主要地点

○計画規模：１／１００
○基本高水のﾋﾟｰｸ流量：11,500㎥/ｓ
○計画高水流量：9,000㎥/ｓ
※いずれも立ヶ花地点

日
本
海

←11,000 ←11,000 ←9,500 ←9,000

●
河口

■
小千谷

●堀之内
立ヶ花
■

大河津
分水路

下流部

●
大河津

←2,500

5,000→

←5,500

杭瀬下
●

魚野川●小出

●
十日町

←
4,000

←
3,600

●小市

●陸郷

犀川

中流部 上流部

信濃川水系河川整備基本方針（図2-1）

信濃川水系河川整備計画（図2-2）

たてがはな

○河道における整備目標流量：8,300m3/s
○整備計画目標流量：9,400m3/s
（流域内洪水調節施設が無い場合）

※いずれも立ヶ花地点
たてがはな

たてがはな
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●：主要地点
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たてがはな

事業経緯年
上今井瀬替え明治3年（1870年）
改修計画明治25年（1882年）
内務省土木局新潟出張所の直轄施工大正6年（1917年）
千曲川第Ⅰ期改修計画策定・工事着手 （計画高水流量5,570㎥
/s）昭和16年完成大正7年（1918年）

千曲川第Ⅱ期改修計画（計画高水流量6,500㎥/s）昭和24年（1949年）
犀川上流直轄管理化（日野橋～新淵橋）昭和28年（1953年）
犀川合流部背割堤工事（暫定）昭和29年（1954年）
千曲川改修工事（計画高水流量7,500㎥/s）昭和37年（1962年）
信濃川水系工事実施基本計画策定 立ヶ花（基準地点）基本高水
のピーク流量7,500㎥/s、計画高水流量7,500㎥/s昭和40年（1965年）

信濃川水系工事実施基本計画改定 立ヶ花（基準地点）基本高水
のピーク流量11,500㎥/s、計画高水流量9,000㎥/s昭和49年（1974年）

篠井川排水機場完成昭和54年（1979年）
立ヶ花下流無堤部対策昭和56年（1981年）
千曲川激甚災害対策特別緊急事業 昭和62年完成昭和58年（1983年）
大町ダム完成昭和61年（1986年）
信濃川水系河川整備基本方針策定 立ヶ花（基準地点） 基本高水
のピーク流量11,500㎥/s、計画高水流量9,000㎥/s平成20年（2008年）

信濃川水系河川整備計画策定
立ヶ花（基準地点）において整備計画目標流量7,600㎥/s、
河道配分流量7,300㎥/s

平成26年（2014年）

信濃川水系河川整備計画変更
大町ダム等再編事業実施計画調査に着手

平成27年（2015年）

信濃川水系河川整備計画変更令和元年（2019年）
信濃川水系緊急治水対策プロジェクトに着手
大町ダム等再編事業建設段階へ移行令和2年（2020年）

信濃川水系河川整備計画変更
立ヶ花（基準地点）において整備計画目標流量9,400㎥/s、
河道配分流量8,300㎥/s

令和4年（2022年）

基準地点
主要な地点

基準地点
主要な地点



２．事業概要 （２）信濃川水系緊急治水対策プロジェクトの概要
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長野市穂保地先の堤防決壊、
浸水被害状況

新潟県小千谷市内における
浸水被害状況

※計数については、今後の調査、検討等の結果、変更となる場合がある。

○令和元年東日本台風により、甚大な被害が発生した信濃川水系において国、県、市町村が連
携し、「信濃川水系緊急治水対策プロジェクト」を進めています。

○国、県、市町村が連携し、以下の取り組みを実施していくことで、信濃川本川及び千曲川本
川の堤防で被災した区間で越水防止を目指します。
①被害の軽減に向けた治水対策の推進【河川における対策】
②地域が連携した浸水被害軽減対策の推進【流域における対策】
➂減災に向けた更なる取組の推進【ソフト施策】

○令和6年度は、引き続き上下流バランスを踏まえた、全川での河道掘削等の改良復旧、ため
池・田んぼダム等既存施設の有効利用（流域対策）、マイタイムラインの普及（ソフト施
策）を実施

■流域における対策
・ため池等既存施設の補強や有効活用
・田んぼダムを活用した雨水貯留機能の確保
・学校グラウンドなどを活用した雨水貯留施設
・排水機場等の整備、耐水化の取組
・防災拠点等

■ソフト施策
・｢まちづくり｣や住まい方の誘導による水害 に強い地域づくりの検討
・高床式住まいの推進
・マイ・タイムラインの普及

・公共交通機関との洪水情報の共有
・住民への情報伝達手段の強化

■河川における対策
全体事業費 約１，８６６億円【国：約１，２２７億円、県：約６３９億円】

災害復旧 約 ５８６億円【国：約 ２１４億円、県：約３７２億円】
改良復旧 約１，２８０億円【国：約１，０１３億円、県：約２６７億円】

事業期間 令和元年度～令和９年度
目 標 【令和６年度まで】

令和元年東日本台風（台風第１９号）洪水における
・千曲川本川の大規模な浸水被害が発生した区間等において越水等
による家屋部の浸水を防止

・信濃川本川の越水等による家屋部の浸水を防止
【令和９年度まで】

令和元年東日本台風（台風第１９号）洪水における
・千曲川本川からの越水等による家屋部の浸水を防止

対策内容 河道掘削、遊水地、堤防整備・強化

※県の改良復旧事業等の新規事業採択（R3.4）により事業費が追加されました。
※四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある。
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堤防強化
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遊水地
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堤防整備
河道掘削

堤防強化

大河津分水路改修

堤防整備

【新潟県】

堤防整備

堤防復旧

【新潟県】

堤防整備

【新潟県】

堤防復旧

遊水地

【長野県】
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堤防強化

大町ダム等再編

堤防整備

【長野県】

堤防復旧

【長野県】

堤防強化

【長野県】

堤防復旧

【長野県】

【長野県】

堤防整備

【長野県】

河道拡幅

【長野県】

遊水地
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築堤
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県境
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※本対策箇所は主要箇所のみ記載しています。
※大河津分水路改修と大町ダム等再編事業は、プロジェクトと並行して継続実施する。
※本プロジェクトは、短期的（概ね５～１０年）の達成目標であり、プロジェクト終了後も継続し、中・長期的に対策を講じる。

護岸整備、河道掘削



－５－

N

耐震対策

篠井川排水機場 （右岸52.3k付近）
しのいがわ

小布施町

須坂市

長野市

河道掘削

豊津～村山 （41.0k～60.0k）
とよつ むらやま

飯山市

飯綱町

上流部平面図 （図3-2-1）

：整備済み

：当面の事業

：整備中

：その後の事業

河道掘削

上境～飯山 （22.0k～32.0k）
かみざかい いいやま

耐震対策

御立野川排水機場（左岸28.6k付近）
おだてのがわ

河道掘削

静間～岩井 （35.8k～36.3k）
しずま いわい

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

柏尾 （右岸24.0k～26.0k）

戸狩 （左岸25.5k～27.0k）
とがり

かしお

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

豊田 （左岸46.0k～47.5k）
（左岸48.0k～50.0k）

とよた

堤防拡幅・築堤

上今井～大俣 （右岸47.8k付近）
かみいまい おおまた

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

岩井 （右岸37.0k～41.0k）

蓮 （左岸35.0k～40.0k）

上今井 （右岸47.0k～48.0k）

いわい

はちす

かみいまい

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

立ヶ花 （右岸49.0k～51.0k）
たてがはな

堤防拡幅・築堤

上今井～牛出 （右岸48.7k～50.9k）
かみいまい うしで

堤防拡幅・改築

上今井 （左岸48.7k～49.9k）
かみいまい

浸透対策

立ヶ花～押羽 （右岸52.2k～52.4k）
たてがはな おしは

中野市

信濃町

堤防拡幅・築堤

常郷 （左岸23.6k～24.4k）
ときさと

浸透対策

穂高 （右岸28.7k～29.3k）

東小沼 （右岸30.0k～30.8k）

飯山 （右岸31.9k～33.5k）

ほたか

ひがしおぬま

いいやま

３．前回事業評価からの進捗状況 （１）事業の実施手順 令和6年度末想定

河川防災ステーション整備

常盤 （左岸29.7k付近）
ときわ

堤防拡幅・改築

蓮 （左岸37.2k付近）

豊津 （左岸44.7k～45.3k）
（左岸45.8k～46.9k）

はちす

とよつ

堤防拡幅・築堤

静間～蓮 （左岸35.6k～37.2k付近）
しずま はちす

蓮遊水地

蓮 （左岸37.0k～40.0k）
はちす

堤防拡幅・築堤

上今井 （左岸47.3k～48.7k付近）
かみいまい

粘り強い河川堤防等

蟹沢～村山（左岸52.5k～60.0k付近）
かにさわ むらやま

河川防災ステーション整備

穂保 （左岸57.5k付近）
ほやす

遊水地

上今井 （右岸47.5k～49.5k）
かみいまい

事業展開（上流部）（表3-1）

粘り強い河川堤防等

立ヶ花 （右岸51.5k～52.1k）

立ヶ花～村山 （右岸52.2k～60.0k）
たてがはな むらやま

たてがはな

整備メニュー

整備済みの事業
平成26年度
～令和6年度

（2014～2024年度）

当面の事業
令和7年度
～令和9年度

（2025～2027年度）

その後の事業
令和10年度
～令和33年度

（2028～2051年度）

河道掘削

堤防拡幅・築堤

遊水地

水衝部対策

粘り強い河川堤防等

浸透対策

耐震対策

河川防災ステーション整備

危機管理型ハード対策
（堤防天端保護、裏法尻補強） （※令和６年７月再評価時点の想定のため、今後変更となる可能性がある）

全体位置図（上流部）（図3-1-1）

• 千曲川では、令和元年東日本台風洪水を踏まえ、令和4年（2022年）12月に目標流量の変更（立ヶ花地点：9,400m3/ｓ）及び整備内容の変
更を含めた河川整備計画を変更し事業を進めている。

• 令和元年東日本台風洪水を踏まえ、当面の事業（令和9年度（2027年度）まで）では、信濃川水系緊急治水対策プロジェクトに基づく整備計
画メニューを加速化し進めている。（図3-1-1、図3-1-2、図3-1-3、図3-2-1、図3-2-2、図3-2-3、表3-1）

• 大臣管理区間において堤防が必要な延長に対する計画断面堤防の堤防整備状況は、令和6年度末（2024年度末）で約72％である。



３．前回事業評価からの進捗状況 （１）事業の実施手順 令和6年度末想定

事業展開（上流部）（表3-1）

－６－

須坂市

長野市

長野市

坂城町

N

犀
川

千曲市

堤防拡幅・築堤、浸透対策

若穂綿内 （右岸62.8k～65.0k）
わかほわたうち

河道掘削

若穂牛島 （65.3k～68.5k）
わかほうしじま

堤防拡幅・築堤、浸透対策

小島田町 （左岸70.6k～71.3k）
おしまだまち

河道掘削

小島田町～中 （70.8k～84.5k）
おしまだまち なか

：整備済み

：当面の事業

：整備中

：その後の事業

堤防拡幅・築堤

福島～若穂綿内（右岸60.3k～62.8k)
ふくじま わかほわたうち

堤防拡幅・築堤、浸透対策

若穂牛島 （右岸65.0k～65.8k）
わかほうしじま

堤防拡幅・築堤、浸透対策

柳原～屋島 （左岸60.1k～62.8k）
やなぎはら やしま

水衝部対策

若穂牛島 （右岸-0.1k～0.5k）
わかほうしじま

耐震対策

更級川排水機場 （左岸83.2k付近）
さらしながわ

危機管理型ハード対策

（裏法尻の補強）

屋代 （右岸78.9k～79.1k）
（左岸81.3k～82.5k）

やしろ

堤防拡幅・築堤、浸透対策

須坂～若宮 （左岸86.4k～88.8k）
すざか わかみや

耐震対策

八王子排水機場 （左岸89.0k付近）
はちおうじ

堤防拡幅・築堤

上山田～上五明（左岸90.6k～92.7k）
かみやまだ かみごみょう

堤防拡幅・築堤、浸透対策

上五明～網掛 （左岸93.8k～95.5k）
かみごみょう あみかけ

水衝部対策

網掛 （左岸94.6k～94.8k）
あみかけ

堤防拡幅・築堤、浸透対策

小牧 （左岸105.5k～105.8k）
こまき

上田市

堤防拡幅・築堤、浸透対策

千本柳～上徳間（右岸86.6k～88.2k）
せんぼんやなぎ かみとくま

水衝部対策

磯部 （右岸90.2k～90.5k）
いそべ

堤防拡幅・築堤

磯部～坂城 （右岸91.2k～92.3k）
いそべ さかき

堤防拡幅・築堤、浸透対策

南条 （右岸95.8k～97.9k）
みなみじょう

水衝部対策

下塩尻 （右岸98.1k～98.4k）
しもしおじり

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

坂城 （右岸96.0k～97.0k）

上田 （右岸106.5k～109.0k）

さかき

うえだ

堤防拡幅・築堤

国分 （右岸106.8k～107.3k）
こくぶ

千曲市

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

屋代 （右岸77.0k～78.0k）

屋代～戸倉 （右岸84.5k～85.5k）

やしろ

やしろ とぐら

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

中之条 （左岸94.2k～95.5k）
なかのじょう

堤防拡幅・築堤

篠ノ井塩崎 （左岸78.6k～79.9k）
粘り強い河川堤防等

（左岸78.6k～79.6k）

しののいしおざき

堤防拡幅・築堤、浸透対策

篠ノ井塩崎～野高場（左岸81.2k～82.9k）
しののいしおざき のたかば

堤防拡幅・築堤、浸透対策

八幡～須坂 （左岸84.4k～85.9k）
やわた すざか

堤防拡幅・築堤、浸透対策

杭瀬下～中 （右岸82.8k～84.3k）
くいせけ なか

堤防拡幅・築堤、浸透対策

屋島～大豆島 （左岸62.8k～65.3k）
やしま まめじま

N

堤防拡幅・築堤、浸透対策

八幡 （左岸84.3k）
やわた 堤防拡幅・築堤、浸透対策

屋代 （右岸78.9k～79.2k）

屋代～粟佐 （右岸79.8k～80.4k）

やしろ

やしろ あわさ

堤防拡幅・築堤

網掛～南条 （左岸95.9k～97.3k）
あみかけ みなみじょう

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

安茂里 （左岸5.5k～8.5k）
あもり

堤防拡幅・築堤

中之条 （右岸94.0k～94.2k）
なかのじょう

河道掘削

小泉～大屋 （98.7k～109.5k）
こいずみ おおや

浸透対策

篠ノ井横田 （左岸77.3k～78.5k）
粘り強い河川堤防等

（左岸78.2k～78.4k）

しののいよこた

塩崎遊水地

篠ノ井塩崎 （左岸79.5k～81.0k）
しののいしおざき

平和橋遊水地

八幡 （左岸84.0k～85.0k）
やわた

堤防拡幅・築堤

大屋 （右岸109.2k～109.4k）
おおや

粘り強い河川堤防等

雨宮 （右岸77.6k～78.4k）
あめのみや

遊水地

中 （右岸83.0k～84.5k）
なか

上流部平面図 （図3-2-2）

河道掘削

若宮～磯部 （88.3k～89.9k）
わかみや いそべ

堤防拡幅・築堤

牧島～柴 （右岸69.1k～71.4k）
まきしま しば

粘り強い河川堤防等

篠ノ井小森 （左岸75.4k～75.5k）
しののいこもり

整備メニュー

整備済みの事業
平成26年度
～令和6年度

（2014～2024年度）

当面の事業
令和7年度
～令和9年度

（2025～2027年度）

その後の事業
令和10年度
～令和33年度

（2028～2051年度）

河道掘削

堤防拡幅・築堤

遊水地

水衝部対策

粘り強い河川堤防等

浸透対策

耐震対策

河川防災ステーション整備

危機管理型ハード対策
（堤防天端保護、裏法尻補強）

堤防拡幅・築堤、粘り強い河川堤防等

柴 （右岸71.5k）
しば

（※令和６年７月再評価時点の想定のため、今後変更となる可能性がある）

全体位置図（上流部）（図3-1-2）



生坂村

安曇野市

松本市

池田町

N

犀川

堤防拡幅・築堤

小立野 （右岸54.2k～55.3k）
おだつの

堤防拡幅・築堤

南陸郷 （左岸53.0k～53.8k）
みなみりくごう

河道掘削

七貴～東川手 （57.8k～58.3k）
ななき ひがしかわて

堤防拡幅・築堤

七貴 （左岸59.0k～59.7k）
ななき

堤防拡幅・築堤

南穂高 （左岸63.3k～63.8k）
みなみほたか

堤防拡幅・築堤

田沢 （左岸65.8k～66.4k）
たざわ

水衝部対策

倭 （左岸73.7k～73.9k）
やまと

水衝部対策

梓 （左岸81.1k～81.3k）
あずさ

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）（裏法尻の補強）

（左岸53.0k～53.8k）
押野 （左岸55.0k～57.5k）

（左岸58.2k～59.2k）

堤防拡幅・築堤

七貴 （左岸57.0k～57.7k）
ななき

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

（左岸60.5k～63.5k）
豊科 （左岸64.0k～65.0k）

（左岸66.0k～66.5k）

堤防拡幅・築堤

中川手 （右岸59.1k～60.2k）
なかがわて

堤防拡幅・築堤

東川手 （右岸57.9k～59.1k）
ひがしかわて

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）（裏法尻の補強）

生坂 （右岸52.0k～55.2k）

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

明科 （右岸59.0k～59.5k）

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

田沢 （右岸61.5k～64.0k）
（右岸64.5k～66.0k）

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

大原 （左岸67.0k～68.0k）
（左岸68.5k～70.0k）

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

平瀬 （右岸69.0k～70.0k）

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

氷室 （左岸73.5k～74.5k）
（左岸75.0k～75.5k）

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

氷室～梓川 （左岸76.5k～85.0k）

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

根石～下島 （右岸76.5k～84.0k）

危機管理型ハード対策

（堤防天端の保護）

波田 （右岸85.0k～86.0k）

おしの

おおはら

ひむろ あずさがわ

ひらせ

たざわ

ひむろ

はた

あかしな

いくさか

ねいし しもじま

とよしな

：整備済み

：当面の事業

：整備中

：その後の事業

水衝部対策

波田 （右岸80.2k～80.3k）
はた

松本市

堤防拡幅・築堤

下生野 （右岸52.0k～53.2k）
しもいくの

事業展開（上流部）（表3-1）

３．前回事業評価からの進捗状況 （１）事業の実施手順 令和6年度末想定

上流部平面図 （図3-2-3）

－７－

整備メニュー

整備済みの事業
平成26年度
～令和6年度

（2014～2024年度）

当面の事業
令和7年度
～令和9年度

（2025～2027年度）

その後の事業
令和10年度
～令和33年度

（2028～2051年度）

河道掘削

堤防拡幅・築堤

遊水地

水衝部対策

粘り強い河川堤防等

浸透対策

耐震対策

河川防災ステーション整備

危機管理型ハード対策
（堤防天端保護、裏法尻補強）

（※令和６年７月再評価時点の想定のため、今後変更となる可能性がある）

全体位置図（上流部）（図3-1-3）



３．前回事業評価からの進捗状況 （２）前回事業評価以降の主な整備内容

－８－

• 犀川区間においては、昭和58年（1983年）9月洪水と同規模の洪水を目標流量として整備を進め、平成18年（2006年）7月洪水を契機に

堤防改修事業などを進めており、犀川上流部の下流端において令和2年度（2020年度）より、下生野地区堤防整備事業を実施中。

（図3-3、図3-4）

• 長野県中枢部である善光寺平に位置する県都長野市や須坂市内の堤防において、一部区間が堤防の高さ、断面が不足するいわゆる

「弱小堤防」であることから平成28年度（2016年度）より屋島・福島地区堤防整備事業を実施中。（図3-5、図3-6、図3-7、図3-8）

• 令和2年（2020年）1月より「信濃川水系緊急治水対策プロジェクト」に着手し、令和元年東日本台風で甚大な被害が発生した千曲川本川

の河川水位を低下させる取組として、戸狩・立ヶ花狭窄部等の河道掘削を段階的に実施。（図3-9、図3-10）

＜戸狩・立ヶ花狭窄部の河道掘削＞

千曲川本川の水位低下を目指し、狭窄部区間を
含めた河道掘削を段階的に実施。現在事業実施中。

＜屋島・福島地区堤防整備事業＞

堤防断面が不足する「弱小堤防」の状態であるこ
とから堤防整備を実施。合わせて堤防天端の兼用
道路の拡幅を関係機関を連携し、現在事業実施中。

＜下生野地区堤防整備事業＞

平成１８年７月洪水時に上流ダム群の特例操作に
より溢水を回避した無堤地であり堤防整備が急務と
なっていた。令和2年度から事業着手し、現在事業
実施中。 立ヶ花狭窄部（図3-9）

立ヶ花狭窄部
河道掘削実施状況（図3-10）

下生野地区堤防整備区間（図3-3）

平成18年7月洪水時の状況（図3-4）

北陸新幹線橋梁

屋島橋

千曲川

左岸：標準断面（図3-8）

屋島橋

千曲川

左岸：現地状況（図3-6） 右岸：現地状況（図3-7）
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千曲川

立ヶ花橋
立ヶ花橋

着手前：令和４年9月

着手後：令和４年１２月末時点

屋島・福島堤防整備区間（図3-5）

村山橋
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整備区間

• 令和2年（2020年）より着手した「信濃川水系緊急治水対策プロジェクト」に基づき、河川整備によるハード対策としては、千曲川

本川の水位を低減させる対策として河道掘削と併せて千曲川大臣管理区間において5箇所の遊水地整備を進めている。（図3-

11、図3-12）

• また、施設規模を上回る洪水に対する対策としては粘り強い河川堤防の整備を実施。（図3-13、図3-14）

• 地域が連携した浸水被害軽減対策としては、飯山市と連携し、洪水発生時は河川管理施設保全活動及び緊急復旧活動の拠

点として、平常時は地域の賑わいの拠点となるような「飯山地区MIZBEステーション」の整備計画を令和5年（2023年）に登録。

（図3-15、図3-16）

＜遊水地整備事業＞

洪水時の水位を低下させるため、河道掘削と併せ
て、洪水を一時的に貯め込む遊水地を整備。現在
事業実施中。

＜粘り強い河川堤防＞

洪水時に立ヶ花狭窄部による、せき上げ影響区間と
なる「立ヶ花～村山橋」の有堤区間について、粘り強い
河川堤防の整備を実施。

＜飯山地区MIZBEステーション＞
令和5年（2023年）飯山市と連携し、千曲川においてMIZBEステーション整備に着手。洪水発生時の迅速かつ
円滑な復旧活動を行う体制の強化及び地域の賑わい拠点となるよう、現在事業実施中。

立ヶ花狭窄部（図●-●）

北陸新幹線橋梁

遊水地整備予定箇所（図３-１１）
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9 10 11 12 13 14 15

16 17

8

遊水地なし Ａ－Ａ’

○遊水地とは、洪水になったときに
川の水を一時的にためる施設。

○遊水地で水をためることで、下流へ流れる

洪水が減り、浸水などの被害を減らす効果

がある。

遊水地整備の効果（図３-１２）
登録伝達・確認書調印式を実施【令和５年４月２６日】
（図３-１５）

飯山地区MIZBEステーション整備イメージ（図３-１６）

３．前回事業評価からの進捗状況 （２）前回事業評価以降の主な整備内容

※範囲・施設配置や平常時利活用等の詳細については、現在検討・計画中の段階であり、今後変更となる場合がある。

－９－

天端舗装

ブロック

ブロック

基礎ブロック

覆土

断面イメージ（図３-１４）

堤防強化区間（図３-１３）


